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 要 旨 
背景： 
中等量から多量の飲酒(15g/日より多い)の腎細胞癌に対する影響（リスク減少の効果）に

ついては、はっきりとは分かっていない。 
方法： 
大規模前向きコホート研究である NIH-AARP Diet and Health 研究にて、アルコール消

費と腎細胞癌との関係を調査した（n=402,187、うち腎細胞がん症例は 1,814 例）。アルコ

ール消費は、調査票にてアルコール飲料の種類－ビール、ワイン、ウィスキー－と、摂取

の量（3 段階）と頻度（10 段階）を尋ねた。腎細胞癌の発症は、州独自の登録制度等から

特定した。 
結果： 
アルコールを 0～5g/日消費している者と比べて、15～30g/日及び 30g/日以上アルコール

消費の多変量相対リスク (95％信頼区間 )は男性でそれぞれ 0.75(0.63-0.90) 及び

0.71(0.59-0.85)、女性でそれぞれ 0.67(0.42-1.07)及び 0.43(0.22-0.84)であった。 
結論： 
アルコール消費は量－反応においては腎細胞癌とは反比例の関係であった。反比例関係

は 30g/日以上アルコール摂取する群でより大きくなると思われる。 

 




